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　令和2年度の我が国経済は、年度当初、新型コロ

ナの感染拡大によって景気が急速に底入れした中

で、秋口にかけて緩やかに持ち直す様相を見せたも

のの、その後の感染再拡大を受けて再び景気が減速

に転じる等、新型コロナの収束動向に応じて一進一

退する不安定な経済環境となっています。

　こうした情勢下におきましては、当会では、取引

メイン化の徹底や調達コストの適正化等を踏まえた

県下ＪＡからの受入れに取り組みました。また、貸

出金については、資本効率の適性化を踏まえた貸出

資産の積上げに取り組み、また、余裕金につきまし

ては、投融資の多様化や国際分散投資の拡大を図る

とともに、中長期的な収益の安定化やリスク低減に

努めました。このような取組みとともに徹底した業

務効率化・生産性向上に取り組んだ結果、当期剰余

金は78億円となりました。

業　績

■ 貯　金
県下ＪＡをはじめとする会員を中心に期中982億円増

加し、期末残高は8兆634億円となりました。

■ 内国為替
送金、振込および代金取立は、仕向の取扱件数が

329,136件、取扱金額が1兆2,242億円、被仕向の取扱件
数が97,676件、取扱金額が8,121億円となりました。

■ 損　益
経済・金融情勢の変化に合わせて資金を効率的に運用

したことに加え、諸経費の節減・合理化にも努めた結果、
当期剰余金として78億円を計上することができました。

■ 融　資
会員以外への貸出を中心に期中285億円減少し、期末

残高は5,096億円となりました。
また、受託貸付金については、日本政策金融公庫等の

取扱いが減少したこと等により、期中18億円減少し、期
末残高は347億円となりました。

■ 余裕金運用
預け金は期中1,826億円増加し、期末残高は4兆6,779

億円となりました。
また、有価証券は国債および社債が減少したことに伴

い、期中875億円減少し、期末残高は3兆517億円となり
ました。

　 主要な経営指標の推移
項 目 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和２年度

経 常 収 益 76,371 75,352 79,304 72,814 77,067
経 常 利 益 17,607 14,999 17,055 10,553 11,283
当 期 剰 余 金 14,131 11,978 13,113 9,255 7,800
出 資 金 187,402 198,402 209,402 220,402 231,402
（ 出 資 口 数 ） （18,740,240） （19,840,240） （20,940,238） （22,040,238） （23,140,238）
純 資 産 残 高 436,129 453,524 486,186 471,962 497,029
総 資 産 残 高 7,793,363 8,221,765 8,601,528 8,717,452 8,807,038
貯 金 残 高 7,115,279 7,484,501 7,814,638 7,965,214 8,063,417
貸 出 金 残 高 576,838 592,752 544,777 538,223 509,688
預 け 金 残 高 4,027,608 4,132,950 4,355,498 4,495,391 4,677,996
有 価 証 券 残 高 2,849,345 3,137,680 3,178,826 3,139,312 3,051,759
剰 余 金 配 当 金 額 7,638 6,899 6,661 6,306 5,973
・出 資 配 当 の 額 3,128 3,238 3,348 3,458 3,585
・事業分量配当の額 4,509 3,660 3,313 2,847 2,387
自 己 資 本 比 率 19.90 19.84 17.78 17.44 17.30

注１　貯金残高には、譲渡性貯金を含んでいます。
　２�　自己資本比率は、農協法第11条の2第1項第1号の規定に基づく組合の経営の健全性を判断するための基準に係る算式に基づき算出しており

ます。
　３　出資金には、後配出資金を含んでいます。

（単位：百万円、口、％）

　 令和2年度の業績
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　ＪＡバンクでは、新型コロナウイルスの感染拡大

防止に向け、個人のお客様が通帳記帳のためにＡＴ

Ｍや窓口にお越しいただくことなくお取引内容を確

認できるサービスとして、「ＪＡバンクアプリ」を

提供しています。

　ＪＡバンクアプリは、キャッシュカードを保有す

る個人のお客様が、スマートフォンにアプリをダウ

ンロードすることにより、口座残高や取引明細を照

会することができます。

令和2年度については、定期預入明細照会機能や

投信残高照会機能を追加し、さらに便利になりまし

た。取扱いサービスは、今後も、順次拡大する予定

のため、ますます便利にご利用いただくことができ

ます。

　  「ＪＡバンクアプリ」の機能拡充

　ＪＡバンクでは、令和2年4月から令和3年3月の

期間を対象に「ＪＡバンク新規ご利用特典」を実施

しました。

　このキャンペーンは、初めてＪＡで口座を開設さ

れ、口座開設月から一定期間内にＪＡカードおよび

ＪＡネットバンクをご契約いただいたお客様を対象

に、ＪＡカードポイント125ポイント（500円相当）

を進呈することとしています。

　令和3年度については、特典内容をＪＡカードポ

イント250ポイント（1,000円相当）へ変更するとと

もに、名称を「ＪＡバンクデビュー感謝プレゼント」

に変更のうえ実施しています。

　  「ＪＡバンク新規ご利用特典」の実施

「ＪＡバンク新規ご利用特典」ポスター

「ＪＡバンクアプリ」ポスター

　 トピックス
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　令和3年2月5日（金）、名古屋マリオットアソシア

ホテルにおいて「愛知県下ＪＡ信用事業トップセミ

ナー」を開催しました。

　このセミナーは、ＪＡ信用事業を取り巻く厳しい

情勢の中、ＪＡの事業運営の一助となり、ＪＡ信用

事業の強化に資することを目的に開催しているもの

です。

　当日は、県下ＪＡの組合長をはじめ33名が参加

し、令和3年度事業計画の概要の説明、株式会社 A 

and Live代表取締役　髙田　明氏によるＷｅｂ講演

会（テーマ：夢持ち続け日々精進）を行いました。

　  愛知県下ＪＡ信用事業トップセミナーを開催

　当会では、新型コロナウイルス対策の一環とし

て、地域の皆様へ安心して金融サービスをご利用い

ただけるよう、ＡＴＭおよび営業店カウンター等に

防菌・防ウイルスコーティングを施工しました。

　当該コーティングは、ウイルスの不活性化や抗菌

に効果があり、塗布することで、ウイルスの拡大を

抑制し、利用者の皆様への感染防止につなげます。

　  防菌・防ウイルスコーティングの施工について

髙田明氏によるＷｅｂ講演

営業店カウンターへの防菌・防ウイルスコーティング

石黒経営管理委員会会長によるあいさつ

ＡＴＭへの防菌・防ウイルスコーティング




